
康
有
爲
に
お
け
る
「
元
」

の
思
想

西
洋
近
代
知
識
・
思
想
受
容
の
一
考
察

、一

林
　
　
　
寛

序

　
　
　
　
　
一
－
一

　
ア
ヘ
ン
戦
争
以
来
、
中
国
は
西
洋
世
界
か
ら
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
等

の
圧
迫
を
顕
著
に
蒙
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ

　
　
　
一
2
一

ム
パ
ク
ト
に
よ
り
、
中
国
の
思
想
家
た
ち
に
も
西
洋
杜
会
の
存
在
が
強
く

認
識
さ
れ
、
西
洋
の
文
化
・
思
想
に
も
意
識
が
向
け
ら
れ
た
。

　
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ム
パ
ク
ト
ヘ
の
思
想
的
対
応
と
し
て
は
、
西
洋
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

の
文
化
・
思
想
を
無
視
な
い
し
は
排
除
し
よ
う
と
い
う
動
き
や
、
洋
務

一
4
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

派
の
動
き
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
伝
統
思
想
を
重
視
し
っ
っ
、

西
洋
思
想
に
も
積
極
的
に
触
れ
、
思
想
を
開
陳
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
動
き
を
と
る
代
表
的
思
想
家
で
あ
る
康
有
爲
を
と

り
あ
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
一

　
康
有
爲
の
著
作
全
体
に
は
明
ら
か
に
西
洋
近
代
知
識
・
思
想
の
影
響
が

み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
西
洋
近
代
知
識
・
思
想
の
影

響
と
、
そ
の
影
響
下
で
の
西
洋
近
代
知
識
・
思
想
の
位
置
づ
け
と
を
研
究

す
る
こ
と
は
中
国
思
想
に
お
け
る
近
代
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
意
味

あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
康
有
爲
の
思
想
に
お
け
る
西
洋
近
代

知
識
・
思
想
の
位
置
づ
け
に
焦
点
を
定
め
、
特
に
、
彼
の
思
想
体
系
形
成

に
お
い
て
基
層
的
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
元
」
の
思
想
を
中
心
と

し
て
、
考
察
を
進
め
た
。

　
尚
、
一
項
で
は
「
元
」
の
理
念
的
性
格
と
質
的
性
格
、
二
項
で
は
「
元
」

の
働
き
（
「
神
」
の
働
き
）
、
三
項
で
は
そ
の
両
者
「
元
」
と
「
神
」
と
の

結
合
、
四
項
で
は
「
大
同
」
へ
の
根
拠
と
し
て
の
「
元
」
、
五
項
で
は
同

じ
く
「
大
同
」
へ
の
根
拠
で
あ
る
「
楽
」
の
思
想
を
、
そ
れ
ぞ
れ
と
り
あ

げ
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

「
元
」
の
理
念
的
性
格
と
質
的
性
格
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ま
ず
、
「
元
」
が
康
有
爲
の
思
想
の
基
層
的
部
分
を
形
成
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
若
干
述
べ
る
。

　
康
有
爲
の
著
作
中
「
元
」
に
つ
い
て
端
的
に
考
え
の
表
出
さ
れ
て
い
る

の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。

　
　
「
太
一
と
は
太
極
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
元
で
あ
る
。
形
な
く
し
て
起

　
　
こ
り
、
形
が
あ
っ
て
分
か
れ
、
天
地
を
造
起
す
る
。
天
地
の
始
め
で

　
　
あ
る
。
『
易
』
の
い
わ
ゆ
る
『
乾
元
統
天
』
で
あ
る
。
天
地
陰
陽
四

　
　
時
鬼
神
は
、
皆
、
元
が
分
か
れ
、
う
つ
り
、
変
化
（
し
た
も
の
）
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
）

　
　
り
、
万
物
は
こ
れ
を
も
と
と
し
て
生
じ
た
。
（
太
一
者
太
極
也
、
却

　
　
元
也
、
無
形
以
起
、
有
形
以
分
、
造
起
天
地
、
天
地
之
始
、
易
所
謂

　
　
乾
元
統
天
者
也
、
天
地
陰
陽
四
時
鬼
榊
皆
元
之
分
韓
愛
化
、
萬
物
資

　
　
　
　
一
8
一

　
　
始
也
一
」

　
　
「
元
と
は
ち
ょ
う
ど
原
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
天
地
の
終

　
　
始
に
よ
り
そ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
た
だ
人
だ

　
　
け
は
、
終
始
が
あ
っ
て
も
生
は
必
ず
し
も
四
季
の
変
化
に
応
じ
な
い
。

　
　
だ
か
ら
元
は
万
物
の
本
で
あ
っ
て
、
人
の
元
も
こ
こ
に
あ
る
。
（
元

　
　
猶
原
也
、
其
義
以
随
天
地
終
始
也
、
故
人
唯
有
終
始
也
生
不
必
鷹
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
一

　
　
時
之
愛
、
故
元
者
爲
萬
物
之
本
、
而
人
之
元
在
焉
）
」

　
　
「
何
休
は
「
元
と
は
気
で
あ
る
」
と
い
う
。
『
易
緯
』
に
は
「
太
初

　
　
は
気
の
始
め
で
あ
る
」
と
い
う
。
一
何
休
謂
元
者
氣
也
、
易
緯
謂
太

　
　
　
　
　
　
　
一
珊
一

　
　
初
爲
氣
之
始
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
u
一

　
　
「
元
と
は
気
の
こ
と
で
あ
る
一
元
郎
氣
也
）
」

　
右
の
諸
例
に
よ
る
と
、
康
有
爲
は
「
元
」
と
は
太
極
で
あ
り
、
万
物
の

本
で
あ
り
、
造
起
の
主
体
で
あ
り
、
気
で
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。
一
方
、

『
大
同
書
』
に
お
い
て
は
「
元
」
は
「
太
元
」
と
表
現
さ
れ
「
元
気
」
と

も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
考
え
で
は
「
太
元
」
は
「
元
」
の
理
念
的

側
面
を
示
し
、
「
元
気
」
は
「
元
」
の
質
的
根
拠
と
し
て
の
側
面
を
示
す

も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
太
元
」
が
理
念
的
側
面
を
示
す
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
2
〕

「
浩
気
を
太
元
に
分
か
ち
一
分
浩
氣
於
太
元
）
」
と
い
う
用
例
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
康
有
爲
は
「
気
」
と
「
太
元
」
と
を
（
同
じ
も
の
と
し
つ
つ
も
）

事
実
上
、
分
け
て
考
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
第
二
に
、
ま
ず
「
太
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
〕

は
太
極
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
元
で
あ
る
。
（
太
一
者
太
極
也
、
郎
元
也
）
」

と
の
用
例
よ
り
、
彼
は
「
元
」
と
「
太
一
」
と
「
太
極
」
と
を
同
じ
も
の

と
把
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
上
で
、
彼
が
「
元
と
太
極
と
太
一

と
と
は
得
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
一
一
方
一
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

は
必
ず
二
と
な
る
、
だ
か
ら
陰
陽
と
言
っ
て
太
極
と
言
わ
な
い
。
（
元
典

太
極
太
一
、
不
可
得
而
見
也
、
其
可
見
可
論
者
必
爲
二
実
、
故
言
陰
陽
而

　
　
　
　
一
H
）

不
言
太
極
）
」
と
い
う
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
「
元
」
の
概
念
に
は
、
一

い
わ
ば
、
抽
象
的
な
い
し
形
而
上
的
・
理
念
的
側
面
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
「
元
気
」
は
質
的
な
根
拠
と
し
て
の
側
面
を

示
す
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
「
太
元
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
5
〕

理
念
的
側
面
を
ひ
き
う
け
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
次
に
「
元
気
」
が
質
的
根
拠
と
し
て
の
側
面
を
示
す
と
い
う
理

由
で
あ
る
が
、
ま
ず
「
浩
浩
た
る
元
気
が
天
地
を
造
起
す
る
一
夫
浩
浩
元

　
　
　
　
　
一
坐

氣
造
起
天
地
）
」
　
「
一
天
と
人
と
は
）
そ
の
浩
気
を
太
元
に
分
か
ち
（
其
分

　
　
　
　
　
一
1
7
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
些

浩
氣
於
太
元
）
」
　
「
元
気
が
人
に
降
っ
て
一
元
氣
之
降
於
人
）
」
等
の
用
例

に
よ
っ
て
、
「
元
気
」
が
「
天
地
」
「
人
」
の
質
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
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と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
気
」
に
つ
い
て
は
、
「
元
は
気
で
あ
る
（
元
師
氣
也
）
」

一
1
9
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

　
「
万
物
は
皆
天
よ
り
出
で
、
皆
天
に
直
ち
に
隷
う
、
人
と
は
同
気
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

体
で
あ
る
（
萬
物
皆
出
於
天
、
皆
直
隷
於
天
、
與
人
同
氣
一
磯
）
」
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
1
〕

用
例
よ
り
、
万
物
の
質
的
素
材
で
も
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
な
お
、
「
気
」

と
「
元
気
」
と
を
比
べ
た
場
合
、
「
元
気
」
は
上
記
用
例
の
ご
と
く
、
「
天

地
」
「
人
」
と
い
う
、
万
物
の
中
で
も
よ
り
根
源
に
近
い
も
の
の
質
的
根

拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
、
「
太
元
」
も
「
元
気
」
も
と
も
に
「
元
」
の
思
想
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
「
元
」
と
は
現
に
あ
る
世
界
の
存
在
を
根
拠
づ

け
て
い
る
形
而
上
者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
☆

　
以
上
の
発
想
は
ど
こ
に
由
来
す
る
の
か
。
「
元
」
と
「
気
」
の
関
係
に

つ
い
て
は
何
休
の
『
春
秋
公
羊
解
詰
』
を
指
摘
で
き
る
。

　
　
「
元
と
は
気
で
あ
る
。
形
な
く
し
て
起
こ
り
、
形
が
あ
っ
て
分
か
れ

　
　
る
。
天
地
を
造
起
し
、
天
地
の
始
め
で
あ
る
。
（
元
者
氣
也
、
無
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
2
〕

　
　
以
起
、
有
形
以
分
、
蓮
起
天
地
、
天
地
之
始
也
）
」

　
何
休
は
漢
代
の
今
文
学
者
で
あ
る
。
康
有
爲
は
清
代
の
今
文
学
者
で
あ

る
。
康
有
爲
は
『
春
秋
董
氏
學
』
で
も
、
「
何
休
は
元
と
は
気
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
一

い
・
つ
一
何
休
謂
元
者
氣
也
一
」
と
、
何
休
を
引
い
て
白
説
を
開
陳
し
て
い

　
一
2
4
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
一
．

る
。
彼
が
『
孔
子
改
制
考
』
を
著
し
て
今
文
の
優
位
を
説
い
て
い
る
こ
と

も
併
せ
考
え
る
と
、
康
有
爲
は
自
ら
公
羊
今
文
の
学
者
と
し
て
の
衿
持
を

示
し
て
、
何
休
に
依
拠
し
、
公
羊
春
秋
の
中
心
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
元
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
自
ら
の
形
而
上
学
を
形
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

　
「
元
」
の
形
而
上
的
理
念
的
性
格
は
歴
史
的
に
み
た
と
き
、
董
仲
箭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
、

よ
っ
て
『
春
秋
』
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
「
元
」

は
「
気
」
で
あ
る
と
し
て
、
質
的
に
と
ら
え
る
の
は
何
休
が
最
初
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
康
有
爲
は
「
元
」
は
「
太
極
」
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
た
が
、

も
と
も
と
、
易
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
太
極
」
を
「
気
」
で
あ
る
と
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
茅
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
8
）

す
る
こ
と
が
鄭
玄
の
注
に
あ
り
、
又
、
『
漢
書
』
「
律
暦
志
」
に
も
あ
る
。

そ
し
て
後
漢
の
こ
れ
ら
の
説
で
は
、
何
休
の
「
元
」
も
易
の
「
太
極
」
も

質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
理
念
的
な
も
の
で
は
な
い
。
何
休
の
「
元
」
は
「
は

じ
ま
り
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
気
」
は
万
物
の
質
的
根
拠
を
示

す
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
康
有
爲
は
何
休
の
思
想
を
転
換
し
て
、

『
春
秋
』
に
お
け
る
真
理
と
し
て
あ
っ
た
董
仲
静
の
限
定
的
「
元
」
と
は

異
な
っ
て
、
よ
り
一
般
的
方
向
に
開
か
れ
た
形
で
、
「
元
」
に
理
念
的
性

格
を
付
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
康
有
爲
が
「
元
」
と
は
「
太

極
」
の
こ
と
と
す
る
点
に
つ
い
て
質
と
理
念
と
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み

る
と
、
宋
代
に
は
周
敦
願
を
始
め
と
し
て
朱
子
等
に
よ
り
「
太
極
」
に
既

に
理
念
的
性
格
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
点
を
指
摘
し
う
る
。
そ
し
て
康

有
爲
の
、
「
太
極
」
と
は
「
元
」
で
あ
る
、
と
の
主
張
は
、
「
元
」
に
宋
代

以
来
の
説
で
あ
る
「
太
極
」
の
理
念
的
性
格
を
持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
は
一
足
と
び
に
漢
代
今
文
学
に
依
拠
す
る
の
で
は
な

く
、
中
国
思
想
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
上
で
自
説
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
「
元
」
に
形
而
上
性
を
措
定
す
る
こ
と
は
、
中
国
伝
統
思
想

を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
康
有
爲
の
「
元
」
の
思
想
は
、
理
念
的
側
面

と
質
的
側
面
と
に
わ
た
っ
て
、
中
国
伝
統
思
想
の
論
理
に
依
拠
し
て
述
べ

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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二
、
「
元
」

の
働
き
－
「
神
」
に
つ
い
て
－

　
一
項
で
は
、
理
念
的
・
質
的
に
、
天
地
を
造
る
主
体
・
根
拠
と
し
て
の

「
元
」
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
二
項
で
は
「
元
」
の
、
万
物
を
造
起
す
る

働
き
と
、
世
界
を
「
大
同
之
世
」
に
至
ら
せ
る
働
き
と
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。

　
「
元
」
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き
、
以
下
の
部
分
が
重
要
で
あ
る

の
で
、
一
段
を
全
文
引
用
す
る
。
な
お
康
有
爲
は
以
下
の
文
中
で
孔
子
の

言
を
引
い
て
い
る
が
、
康
有
爲
は
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
彼
の
論
理
と
し
て
把
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
「
そ
も
そ
も
、
浩
浩
た
る
元
気
が
天
地
を
造
起
す
る
。
天
と
は
一
物

　
　
の
魂
質
で
あ
り
、
人
も
ま
た
一
物
の
魂
質
で
あ
り
、
形
に
大
小
が
あ

　
　
る
と
い
っ
て
も
、
浩
気
を
太
元
に
分
か
ち
あ
っ
た
こ
と
は
、
し
ず
く

　
　
を
大
海
か
ら
く
み
だ
し
た
の
と
同
じ
で
あ
り
、
何
ら
異
な
っ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聖

　
　
い
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。
『
地
は
神
気
を
載
せ
る
。
神
気
は
風
震
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
0
一

　
　
あ
り
、
風
霧
が
形
を
流
い
て
、
庶
物
が
露
わ
れ
生
じ
る
』
と
。
神

　
　
と
は
知
あ
る
電
で
あ
る
。
光
電
は
よ
く
伝
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
、

　
　
神
気
も
よ
く
感
じ
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
。
鬼
を
神
に
し
、
帝
を
神
に

　
　
す
る
。
全
神
と
分
神
と
と
は
、
元
の
こ
と
と
人
の
こ
と
と
で
あ
る
。

　
　
か
そ
け
く
、
た
え
な
る
こ
と
だ
、
神
に
触
が
あ
る
こ
と
は
。
物
に
神

　
　
の
な
い
も
の
が
な
く
、
物
に
電
の
な
い
も
の
が
な
い
。
神
と
は
知
気

　
　
で
あ
り
、
魂
知
で
あ
り
、
精
爽
で
あ
り
、
霊
明
で
あ
り
、
明
徳
で
あ

　
　
る
。
こ
の
い
く
つ
か
は
名
を
異
に
し
て
い
る
が
、
実
一
実
体
一
は
同
じ

　
　
で
あ
る
。
覚
知
が
あ
れ
ば
吸
摂
が
あ
る
。
磁
石
で
さ
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
ま
し
て
や
人
に
お
い
て
は
（
言
う
ま
で
も
な
い
）
。
『
忍
び
ざ
る
』
と

　
　
は
吸
摂
の
力
で
あ
る
。
だ
か
ら
仁
と
智
と
は
同
じ
く
蔵
れ
ら
れ
る
と

　
　
き
は
智
が
先
と
な
り
、
仁
と
智
が
と
も
に
用
い
ら
れ
る
と
き
は
仁
を

　
　
貴
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
夫
浩
浩
元
氣
、
造
起
天
地
、
天
者
一
物

　
　
之
魂
質
也
、
人
者
亦
一
物
之
魂
質
也
、
難
形
有
大
小
、
而
其
分
浩
氣

　
　
於
太
元
、
掴
沮
滴
於
大
海
、
無
以
異
也
、
孔
子
日
地
載
榊
気
、
碑
気
．

　
　
風
霧
、
風
震
流
形
、
庶
物
露
生
、
楠
者
有
知
之
電
也
、
光
電
能
無
所

　
　
樽
、
榊
氣
能
無
所
不
感
、
楠
鬼
楴
帝
、
生
天
生
地
、
全
耐
分
疎
、
惟

　
　
元
惟
人
、
微
乎
妙
哉
、
其
碑
乏
有
鰯
哉
、
無
物
無
電
、
無
物
無
肺
、

　
　
夫
肺
者
知
氣
也
、
魂
知
也
、
精
爽
也
、
露
明
也
、
明
徳
也
、
敷
者
異

　
　
名
而
同
實
、
有
豊
知
則
有
吸
撮
、
磁
石
猶
然
、
何
況
於
人
、
不
忍
者

　
　
吸
搦
之
力
也
、
故
仁
智
同
藏
而
智
爲
先
、
仁
智
同
用
而
仁
爲
貴

　
　
　
　
一
3
ユ
一

　
　
ム
矢
、
）
L

　
右
に
よ
れ
ば
、
「
地
は
神
気
を
載
せ
る
。
神
気
は
風
震
で
あ
り
、
風
震

　
　
　
し

が
形
を
流
い
て
庶
物
が
露
わ
れ
生
じ
る
一
地
載
楴
氣
、
疎
氣
風
窪
、
風
震

　
　
　
　
　
　
　
一
3
0
）

流
形
、
庶
物
露
生
一
」
と
あ
り
、
従
っ
て
、
神
気
が
形
を
流
い
て
庶
物
が

露
わ
れ
生
じ
る
、
つ
ま
り
、
「
神
気
」
は
庶
物
を
生
成
す
る
要
因
と
し
て

の
働
き
を
持
つ
と
い
え
る
。

　
で
は
「
神
」
と
は
何
か
。
右
引
用
文
中
で
「
神
」
を
説
明
す
る
の
は
次

の
諸
文
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
駆
）

　
　
「
神
と
は
知
あ
る
電
で
あ
る
一
楠
者
有
知
之
電
）
」

　
　
「
神
と
は
知
気
で
あ
り
、
魂
知
で
あ
り
、
精
爽
で
あ
り
一
霊
明
で
あ

　
　
り
、
明
徳
で
あ
っ
て
、
こ
の
い
く
つ
か
は
名
を
異
に
し
て
い
る
が
実
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は
同
じ
で
あ
る
一
夫
碑
者
知
氣
也
、
魂
知
也
、
精
爽
也
、
露
明
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
磐

　
　
明
徳
也
、
敷
者
異
名
而
同
實
）
L

　
　
「
光
電
は
よ
く
伝
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
神
気
も
よ
く
感
じ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
3
2
一

　
　
い
と
こ
ぢ
が
な
い
（
光
電
能
無
所
不
樽
、
疎
氣
能
無
所
不
感
）
」

　
　
「
物
に
電
の
な
い
も
の
が
な
く
、
物
に
神
の
な
い
も
の
が
な
い
（
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
初
〕

　
　
物
無
電
、
無
物
無
疎
）
」
。

　
い
ず
れ
の
文
に
も
「
電
」
な
い
し
は
「
光
電
」
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

「
知
気
」
も
『
穫
運
注
』
に
お
い
て
「
知
気
と
は
霊
魂
で
あ
り
、
ほ
ぼ
電

気
と
同
じ
で
あ
り
、
物
に
は
皆
こ
れ
が
あ
る
一
知
氣
者
露
魂
也
、
略
電
氣
、

　
　
　
　
一
調
）

物
皆
有
之
）
」
と
し
て
「
電
気
」
と
か
か
わ
り
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

「
魂
知
」
の
「
魂
」
、
「
霊
明
」
の
「
霊
」
、
「
精
爽
」
の
「
精
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
つ
か
た

も
『
穫
運
注
』
に
「
人
の
精
霊
の
感
ず
る
所
は
、
　
上
は
元
気
虚
無
に

通
じ
、
そ
の
精
誠
を
致
し
て
以
て
こ
れ
（
元
気
虚
無
）
に
合
し
、
そ
の
品
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な

を
繁
く
し
て
以
て
こ
れ
を
索
ぎ
、
以
て
電
が
通
じ
る
一
人
之
精
露
所
感
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聖

上
通
元
氣
虚
無
、
致
其
精
諏
以
合
之
、
繁
其
品
物
以
索
之
、
以
電
一
運
」

と
あ
り
、
「
電
」
と
か
か
わ
る
概
念
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
知
気
」
「
魂
」
「
霊
」
「
精
」
†
「
電
」
1
1
「
神
」
と
い
う
つ
な
が
り
で

彼
は
考
え
て
い
た
。
先
の
引
用
に
お
い
て
「
光
電
」
1
「
神
気
」
、
及
び
「
電
」

－
「
神
」
と
、
対
句
を
用
い
て
表
現
し
て
い
た
こ
と
も
「
神
」
は
「
電
」

と
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
さ
ら
に
詳
細
に
理
解
す
る
た
め
に
は
「
エ
ー
テ
ル
一
以

太
）
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
康
有
爲
に

お
い
て
は
、
工
ー
テ
ル
一
以
太
）
と
電
と
は
か
か
わ
り
あ
っ
て
述
べ
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
工
ー
テ
ル
の
語
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
ア
イ
テ
ー
ル
（
饅
巨
胃
）

に
由
来
す
る
。
し
か
し
康
有
爲
の
言
う
工
ー
テ
ル
（
以
太
）
は
西
洋
古
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
肪
一

思
想
に
よ
る
工
ー
テ
ル
で
は
な
く
、
西
洋
近
代
科
学
の
思
考
の
産
物
と

し
て
の
工
ー
テ
ル
の
概
念
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
十
七
世
紀
の
物
理
学
説
に
お
い
て
は
、
工
ー
テ
ル
の
概
念
が
重
要
な
役

割
を
に
な
っ
て
い
た
。
フ
ッ
ク
や
ホ
イ
ヘ
ン
ス
に
お
け
る
光
の
波
動
説
に

お
い
て
は
、
工
ー
テ
ル
が
光
を
伝
え
る
媒
賢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
一
聖

ニ
ュ
i
ト
ン
に
あ
っ
て
も
空
問
を
満
た
す
も
の
と
し
て
工
ー
テ
ル
が
考

え
ら
れ
た
。
十
九
世
紀
に
な
る
と
物
理
学
説
に
お
い
て
は
光
の
波
動
説
が

確
立
さ
れ
、
工
i
テ
ル
は
や
は
り
光
の
媒
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

後
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
と
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
近
接
作
用
論
、
ヘ
ル
ツ
の
電
波
発

生
の
理
論
か
ら
の
電
磁
場
の
理
論
が
確
立
さ
れ
る
に
及
び
、
工
ー
テ
ル
は

電
磁
作
用
の
媒
質
と
し
て
宇
宙
の
基
本
的
構
成
要
素
と
さ
れ
た
。
こ
の
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
）

識
が
康
有
爲
や
謂
嗣
同
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
彼
ら
の
思
想
を
形
成
す
る
ー

一
つ
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
工
ー
テ
ル
に
つ
い
て
の

説
は
、
一
八
七
七
年
の
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
と
モ
ー
レ
i
の
実
験
、
及
び
、
．
一

九
一
〇
年
代
の
相
対
性
理
論
の
出
現
に
よ
り
、
現
今
の
物
理
学
説
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
｛
聾

姿
を
消
し
て
い
る
。

　
で
は
そ
の
エ
ー
テ
ル
の
概
念
は
康
有
爲
の
著
作
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
か
。
工
ー
テ
ル
に
つ
い
て
比
較
的
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
が
『
孟
子
微
』
の
告
子
篇
に
相
当
す
る
条
に
お
け
る
注
釈
で
あ
る
。

　
　
「
金
類
は
熱
を
伝
え
、
電
気
は
遠
く
へ
も
通
ず
る
。
そ
の
則
に
よ
り
、

　
　
故
に
電
線
は
声
を
伝
え
、
言
を
伝
え
る
。
人
が
万
物
よ
り
貴
い
と
い

　
　
う
の
は
、
そ
の
乗
舞
の
性
が
た
だ
よ
く
誰
徳
を
好
む
た
め
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
を
好
む
と
い
う
の
は
、
磁
が
鐵
を
引
き
、
芥
が
針
を
引
く
よ
う
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に
、
そ
の
以
太
一
工
ー
テ
ル
一
の
含
む
と
こ
ろ
が
よ
く
麓
徳
と
合
し
て

　
　
之
を
摂
る
（
ひ
き
よ
せ
る
）
か
ら
な
の
で
あ
る
。
（
ち
ょ
う
ど
）
陽
電
と

　
　
陰
電
と
が
相
吸
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
（
金
類
俸
熱
電
氣
通
遠
、

　
　
因
其
則
故
可
爲
電
線
俸
聲
樗
言
、
若
夫
人
之
貴
於
萬
物
、
其
乗
葬
之

　
　
性
濁
能
好
麓
徳
好
之
云
者
如
磁
之
引
鐵
、
芥
之
引
針
、
其
以
太
之
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
9
一

　
　
含
能
與
簾
徳
合
而
撮
之
、
如
陽
電
陰
電
之
相
吸
也
）
」

　
　
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
は
仁
で
あ
る
。
電
で
あ
る
。
エ
ー
テ
ル
で
あ

　
　
る
。
人
人
は
、
皆
こ
れ
を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
人
性
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
0
一

　
　
（
不
忍
人
之
心
仁
也
、
電
也
、
以
太
也
、
人
人
皆
有
之
、
故
謂
人
性
）
」

　
康
有
爲
に
お
け
る
工
ー
テ
ル
は
、
光
や
電
の
媒
質
と
し
て
の
み
あ
る
の

で
は
な
い
。
宇
宙
の
基
本
的
構
成
要
素
で
あ
る
と
西
洋
近
代
科
学
知
識
で

考
え
ら
れ
て
い
た
工
ー
テ
ル
に
、
中
国
思
想
に
お
い
て
存
在
に
あ
ま
ね
く

ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
「
気
」
を
重
ね
合
わ
せ
、
そ
れ
を
餓
徳
を

ひ
き
よ
せ
る
人
性
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
工
i
テ
ル
は
電
の
媒

質
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
電
そ
の
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

電
は
知
を
も
て
ば
「
神
」
と
し
て
あ
ま
ね
く
存
在
者
に
ゆ
き
わ
た
る
一
「
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
1
一

者
有
知
之
電
」
「
無
物
無
電
」
一
。
・
そ
れ
は
、
世
界
の
す
べ
て
を
人
が
覚
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
2
一

す
る
根
拠
と
な
る
。
覚
知
が
あ
れ
ば
仁
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
一
「
覚
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
一

が
あ
れ
ば
吸
摂
が
あ
り
一
有
覧
知
有
吸
摂
）
」
　
「
吸
摂
は
忍
び
ざ
る
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
狽
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
〕

で
あ
り
一
吸
掻
者
不
忍
心
也
一
」
忍
び
ざ
る
は
仁
の
端
で
あ
る
。
）
従
っ
て
、

西
洋
で
は
物
理
的
な
も
の
だ
っ
た
工
ー
テ
ル
に
倫
理
的
価
値
ま
で
も
が
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玩
一

加
さ
れ
て
い
る
の
が
康
有
爲
に
お
け
る
工
ー
テ
ル
の
概
念
で
あ
る
。
す

る
と
「
電
」
の
性
格
も
明
ら
か
に
な
る
。
上
記
の
例
に
あ
っ
て
、
「
電
」

と
は
ま
ず
、
「
電
気
」
で
あ
っ
た
。
「
電
」
な
る
語
は
中
国
の
伝
統
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
行
）

て
は
「
か
み
な
り
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
康
有
爲
は
、
そ
こ
に
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
8
一
　
　
　
　
　
　
8

洋
近
代
科
学
知
識
に
も
と
づ
く
「
電
気
」
を
付
加
し
て
い
る
。
又
、
『
自
　
9

編
年
譜
』
光
緒
九
年
に
「
大
か
た
お
さ
め
た
西
学
の
書
は
声
、
光
、
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

電
、
重
学
、
及
び
各
国
の
史
志
、
諸
人
遊
記
で
あ
り
、
皆
渉
わ
っ
た
。
一
大

攻
西
學
書
、
聲
、
光
、
化
、
電
、
重
学
及
各
國
史
志
、
諸
人
遊
記
皆
渉
焉
一
」

一
4
9
〕

　
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
著
作
中
「
電
」
は
西
学
を
強
く
想
起
さ

せ
る
概
念
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
さ
き
に
み
た
と
お
り
、
康
有
爲
は
「
知

あ
る
電
（
有
知
之
電
）
」
を
「
神
」
と
し
、
そ
れ
を
西
洋
の
近
代
科
学
知
識

に
も
と
づ
く
説
明
を
行
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
「
電
」
に
よ
っ
て

「
神
」
の
実
態
を
類
推
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

康
有
爲
の
「
電
」
の
理
解
は
、
西
洋
近
代
科
学
知
識
に
由
来
す
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
西
洋
近
代
科
学
知
識
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
先
の
「
忍
び
ざ

る
の
心
は
仁
で
あ
る
、
電
で
あ
る
、
以
太
で
あ
る
。
（
不
忍
之
心
仁
也
、

　
　
　
　
　
　
一
5
0
一

電
也
、
以
太
也
）
」
等
の
例
に
も
み
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
周
辺
に
は
い
つ

も
中
国
の
伝
統
的
概
念
が
ま
と
わ
り
つ
き
、
ま
た
、
「
電
」
「
以
太
」
の
内

容
に
は
、
倫
理
的
価
値
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
光
電
」

－
「
神
気
」
、
「
風
蓬
」
1
「
電
」
の
対
比
に
お
い
て
も
言
え
、
康
有
爲
が

西
洋
近
代
知
識
を
中
国
伝
統
思
想
の
論
理
の
中
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
単
な
る
知
識
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
思
想
と
し
て
彼
な
り
に
生
か
し

て
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
よ
り
、
「
神
」
と
は
、
以
太
あ
る
い
は
電
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
、

存
在
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
、
知
覚
を
持
つ
も
の
で
あ
る
、
と
把
え

ら
れ
よ
う
。
一
「
知
覚
」
は
「
仁
」
に
つ
ら
な
る
た
め
に
、
「
神
」
は
徳
の

性
格
ま
で
も
持
つ
こ
と
に
な
る
。
一



　
次
に
「
神
」
が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
か
に
っ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
第
一
に
「
神
」
に
は
万
物
を
生
成
す
る
働
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
既
に
述

べ
た
と
こ
ろ
の
「
神
気
は
風
震
で
あ
り
、
風
震
が
形
を
流
き
、
万
物
が
露

　
　
　
　
　
一
5
1
）

わ
れ
生
じ
る
」
と
い
う
文
が
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
康
有
爲
は
『
大

同
書
』
に
お
い
て
は
万
物
の
生
成
に
お
け
る
神
の
働
き
に
つ
い
て
は
『
穫

記
』
「
孔
子
間
居
篇
」
の
こ
の
文
を
引
く
に
留
め
て
い
る
。
万
物
の
生
成

よ
り
も
、
「
大
同
」
に
至
る
こ
と
の
方
が
関
心
事
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
第
二
に
、
「
神
」
に
は
吸
摂
の
働
き
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
み

て
み
る
。
康
有
爲
に
お
い
て
は
、
「
元
」
と
は
「
気
」
で
あ
り
、
「
気
」
は

万
物
の
質
的
素
材
で
あ
っ
た
。
万
物
は
等
し
く
「
気
」
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
。
と
同
時
に
「
元
」
の
働
き
た
る
「
神
」
も
「
全
神
（
す
べ
て
の
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
2
）

は
元
で
あ
る
一
全
神
…
：
惟
元
一
」
と
の
言
に
よ
り
、
「
元
」
に
由
来
す
る
。

万
物
は
質
の
根
拠
と
働
き
の
根
拠
を
同
じ
く
「
元
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
人
は
こ
の
世
の
す
べ
て
と
感
合
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聖

と
は
「
神
気
は
よ
く
感
じ
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
一
祠
氣
能
無
所
不
感
一
」

な
る
言
に
よ
っ
て
も
傍
証
し
う
る
。
特
に
人
は
「
脳
筋
は
尤
も
霊
で
あ
っ

て
、
神
魂
は
尤
も
清
で
あ
り
、
明
ら
か
に
、
そ
の
物
や
非
物
が
身
に
感
入

す
る
こ
と
は
尤
も
繁
移
、
精
■
微
、
急
捷
で
あ
り
、
適
・
不
適
が
尤
も
著
明

で
あ
る
。
（
脳
筋
尤
露
、
酔
魂
尤
清
、
明
其
物
非
物
之
感
入
於
身
者
、
尤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
4
一

繁
彩
、
精
微
、
急
捷
、
而
適
不
適
尤
著
明
焉
）
」
と
い
う
存
在
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
5
一

「
神
」
と
は
「
知
気
」
で
あ
り
一
一
「
耐
一
者
知
氣
也
ピ
一
、
覚
知
が
あ
れ
ば
吸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聖

摂
が
あ
る
（
「
有
費
知
則
有
吸
撮
」
一
の
だ
か
ら
、
「
神
」
に
よ
っ
て
吸
摂
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
珊
一

あ
る
。
「
『
忍
び
ざ
る
』
は
吸
摂
の
力
（
「
不
忍
者
吸
撮
之
力
也
」
）
で
あ
っ

た
か
ら
、
こ
う
し
て
人
間
に
お
け
る
吸
摂
は
「
不
忍
心
」
と
し
て
あ
ら
わ

れ
る
。
「
神
」
は
万
物
を
生
成
し
た
の
ち
、
一
方
的
に
拡
散
を
進
め
る
の

み
で
は
な
く
、
人
間
の
「
覚
知
」
を
根
拠
づ
け
、
「
不
忍
心
」
に
よ
っ
て

こ
の
世
を
「
大
同
」
に
向
か
わ
せ
る
力
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

三
、
「
元
」
と
「
神
」
と
の
結
合

　
一
、
二
項
に
お
い
て
理
念
的
・
質
的
根
拠
と
し
て
の
「
元
」
と
、
「
元
」

に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
「
神
」
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
三
項
で
は
そ

の
両
者
の
結
合
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
天
と
人
と
は
何

か
ら
で
き
て
い
る
か
を
手
掛
り
と
す
る
。

　
先
に
述
べ
た
如
く
、
「
天
と
は
一
物
の
魂
質
で
あ
り
、
人
も
ま
た
一
物

の
魂
質
で
あ
り
、
形
に
大
小
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
浩
気
を
太
元
よ
り
分

か
ち
あ
っ
た
こ
と
は
、
し
ず
く
を
大
海
か
ら
く
み
と
っ
た
の
と
同
じ
で
あ

り
、
何
ら
異
な
っ
て
い
な
い
（
天
著
一
物
之
魂
質
也
、
人
者
亦
一
物
之
魂

質
也
、
難
形
有
大
小
、
而
其
分
浩
気
於
太
元
、
掴
泪
於
大
海
、
無
以
異
也
一
」

一
聾

　
つ
ま
り
、
「
天
」
と
「
人
」
と
は
素
材
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
そ
の
素

材
と
は
①
「
気
」
で
あ
り
、
②
「
魂
質
」
で
あ
る
。
又
、
「
全
神
と
は
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
9
一

の
こ
と
で
あ
り
、
分
神
と
は
人
の
こ
と
で
あ
る
一
全
疎
分
疎
、
惟
元
惟
人
一
」
。

と
も
言
っ
て
い
る
か
ら
、
「
人
」
の
素
材
は
、
　
③
「
神
」
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
関
係
を
ま
と
め
る
な
ら
「
気
」
は
質
的
側
面
よ
り
把
え
て
い
る

も
の
で
あ
り
「
神
」
は
働
き
の
側
面
よ
り
把
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
魂

質
」
は
そ
の
両
者
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
「
気
」

は
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
者
に
個
別
的
な
も
の
で
あ
り
「
神
」
は
「
元
」
の
働

き
と
し
て
観
念
的
で
あ
り
、
形
而
上
的
特
性
を
持
つ
。
そ
し
て
こ
の
個
別

99



と
形
而
上
と
を
媒
介
す
る
も
の
が
「
魂
質
」
と
把
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

魂
質
と
い
う
言
葉
を
み
る
と
「
鬼
神
」
の
面
を
「
魂
」
が
う
け
持
ち
、
「
気
」

の
面
を
「
質
」
が
う
け
持
ち
、
そ
の
両
者
の
言
で
合
成
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
で
は
「
魂
」
と
は
何
か
。
『
薩
運
注
』
に
「
思
う
に
魂
霊
精
気
と
醜
質

形
体
と
が
合
会
し
て
後
に
人
と
な
る
（
蓋
魂
露
精
氣
與
醜
質
形
髄
合
會
而

　
　
　
一
6
0
〕

後
成
人
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
人
の
精
霊
の
感
ず
る
所
は
か
み
つ
か
た

は
元
気
虚
無
に
通
じ
、
そ
の
精
誠
を
致
し
て
以
て
こ
れ
一
元
気
虚
無
）
に
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な

し
、
そ
の
品
物
を
繁
く
し
て
以
て
之
を
索
ぎ
、
以
て
電
が
通
じ
る
。
電
は

ど
う
し
て
合
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
魂
塊
に
董
高
懐
恰
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
発
し
て
聖
人
を
昭
明
す
る
こ
と
を
な
す
の
だ
。
一
人
之
精
露
所

感
上
通
元
氣
蚕
無
、
致
其
精
誠
以
合
之
、
繁
其
品
物
以
索
之
、
以
電
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎝
）

電
何
爲
不
合
哉
、
以
有
魂
醜
薫
高
懐
槍
襲
爲
昭
明
聖
人
一
」
と
杢
言
う
。

さ
ら
に
「
す
べ
て
鬼
神
を
祭
祀
す
る
の
は
皆
霊
魂
の
礼
で
あ
る
。
も
し
知

気
が
な
け
れ
ば
祭
礼
は
廃
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
知
気
の
不
滅
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
げ
す

知
っ
て
、
た
だ
神
を
尊
ん
で
鬼
を
蔑
む
の
は
、
よ
く
淫
祀
を
す
て
て
い

る
と
い
っ
て
も
ま
だ
物
の
性
を
尽
く
し
て
は
い
な
い
の
だ
。
ま
し
て
や
親

　
お
も

を
念
い
、
祖
を
敬
い
、
義
が
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
の
は

（
い
う
ま
で
も
な
い
）
。
（
凡
祭
祀
鬼
稿
皆
是
露
魂
之
穫
、
若
無
知
氣
則
祭

穫
可
魔
也
、
或
知
知
氣
之
不
滅
而
但
奪
赫
而
蔑
鬼
難
能
掃
棄
淫
祀
、
未
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
〕

憲
物
性
也
、
況
念
親
敬
祖
、
義
不
忍
忘
者
乎
）
」
な
ど
に
よ
り
、
魂
と
は

　
　
　
　
　
一
舶
）

「
知
気
」
「
電
」
を
持
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
「
神
」
と
「
魂
」
と
の
性
質
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

と
い
う
の
は
、
「
神
は
知
あ
る
電
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
魂
は
ま
た
「
精

　
　
　
　
　
　
　
か
み
つ
か
た

霊
の
感
ず
る
所
は
上
は
元
気
虚
無
に
通
L
じ
「
品
物
を
繁
く
し
て
以

　
　
　
つ
な

て
之
を
索
ぐ
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
形
而
上
的
存
在
と
個
別
と
を
媒
介
し

て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
又
、
「
魂
」
と
「
神
」
と
の
性
質

が
近
似
し
て
い
る
点
と
、
「
気
」
は
質
を
示
す
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
両
語
の
合
成
で
あ
る
「
神
気
」
も
、
「
魂
質
」
と
同
様
の
働
き
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
神
気
」
も
「
魂
質
」
も
、
形
而
上
的

存
在
と
個
別
の
両
面
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
媒
介
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
。
な

お
、
二
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
神
気
」
の
「
神
」
、
「
魂
質
」
の
「
魂
」
は
、

「
電
」
に
よ
っ
て
も
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

四
、

　
．
詞
〕

「
大
同
」

へ
の
根
拠
と
し
て
の
「
元
」

　
こ
こ
で
は
、
「
元
」
は
「
神
」
を
も
根
拠
づ
け
、
「
神
」
は
吸
摂
の
力
を

持
つ
こ
と
で
、
世
界
を
「
大
同
」
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
論
述

す
る
。
す
な
わ
ち
「
元
」
の
思
想
は
、
康
有
爲
が
理
想
と
す
る
「
大
同
之

世
」
を
実
現
す
る
た
め
の
形
而
上
的
根
拠
と
も
一
言
う
べ
き
側
面
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
元
」
は
す
で
に
み
た
よ
う
な
形
而
上
的
性
格
に
対
応
し
て
宗
教

的
性
質
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
次
の
例
は
そ
の
こ
と

を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
「
一

　
　
「
思
う
に
天
地
の
本
は
、
皆
、
気
よ
り
運
く
。
孔
子
は
天
地
を
空
中

　
　
　
　
　
　
　
（
硫
一

　
　
の
細
物
と
し
た
。
ま
し
て
や
天
子
に
あ
っ
て
は
（
そ
う
で
あ
る
こ
と

　
　
は
言
う
迄
も
な
い
）
。
だ
か
ら
本
一
根
本
）
を
元
で
あ
る
と
推
せ
ば
、

O○ユ



　
　
天
を
統
べ
る
一
存
在
で
あ
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
万
物
の
本
で
あ
る
の

　
　
だ
。
天
地
を
終
始
す
る
の
は
、
も
と
も
と
混
荘
を
き
わ
め
る
こ
と
に

　
　
よ
り
来
っ
て
い
る
。
一
核
で
枝
葉
の
体
を
含
み
、
一
卵
で
元
黄
の
象

　
　
を
具
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
核
卵
の
始
も
ま
た
本
が
あ
る
。

　
　
無
臭
、
無
声
で
あ
り
、
至
大
、
至
奥
で
あ
る
。
孔
子
は
此
の
大
理
を

　
　
あ
ら
わ
す
の
に
こ
れ
を
春
秋
の
第
一
字
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聾

　
　
ら
一
を
改
め
て
元
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
第
一
義
で
あ
る
。
老
子

　
　
の
い
わ
ゆ
る
道
、
バ
ラ
モ
ン
の
い
わ
ゆ
る
大
梵
天
王
、
キ
リ
ス
ト
教

　
　
の
い
わ
ゆ
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
こ
れ
に
近
い
。
け
れ
ど
元
が
統
天
の
精
で

　
　
あ
る
と
言
う
の
に
は
及
ば
な
い
。
（
蓋
天
地
之
本
、
皆
運
於
氣
、
孔

　
　
子
以
天
地
爲
空
中
細
物
、
況
天
子
乎
、
故
推
本
於
元
、
以
統
乎
天
、

　
　
爲
萬
物
本
、
終
始
天
地
、
本
所
從
來
窮
極
混
十
忙
、
如
一
核
而
含
枝
葉

　
　
之
鵠
、
一
卵
而
具
元
黄
之
象
、
而
核
卵
之
始
、
又
有
本
焉
、
無
一
臭
無

　
　
聲
、
至
大
至
奥
、
孔
子
襲
此
大
理
、
託
之
春
秋
第
一
字
、
故
改
一
爲

　
　
元
焉
、
此
第
一
義
也
、
老
子
所
謂
道
、
婆
羅
門
所
謂
大
梵
天
王
、
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
7
一

　
　
教
所
謂
耶
和
華
■
近
之
而
不
如
言
元
統
天
之
精
也
一
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
8
〕

　
ま
た
康
有
爲
に
あ
っ
て
は
、
同
じ
く
「
大
同
」
へ
至
る
た
め
に
「
仁
」
の

概
念
も
重
要
な
役
割
を
担
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
一
切
の
仁
政
は
皆
忍
び
ざ
る
の
心
が
生
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る

　
　
の
を
知
る
。
万
化
の
海
を
為
し
、
一
切
の
根
を
為
し
、
一
切
の
源
を

　
　
為
し
、
一
核
に
し
て
参
天
の
樹
を
成
し
、
一
滴
に
し
て
大
海
の
水
を

　
　
成
す
。
人
道
の
仁
愛
、
人
道
の
文
明
、
人
道
の
進
化
が
太
平
太
同
に

　
　
至
る
の
は
皆
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
。
一
知
一
切
仁
政
、
皆
從
不
忍
之

　
　
心
生
爲
萬
化
之
海
、
爲
一
切
根
、
爲
一
切
源
、
一
核
而
成
参
天
之
樹
、

　
　
一
滴
而
成
大
海
之
水
、
人
遭
之
仁
愛
、
人
道
之
丈
明
、
人
道
之
進
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
g
一

　
　
至
於
太
平
大
同
皆
從
之
一
L

　
こ
の
こ
と
は
弟
子
の
梁
啓
超
も
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
一
刑
一

　
　
「
先
生
の
論
理
は
仁
の
字
を
も
っ
て
唯
一
の
宗
旨
と
し
て
い
る
。

　
　
も
っ
て
世
界
の
立
つ
所
以
と
し
、
衆
生
の
生
ず
る
所
以
と
し
、
家
国

　
　
の
存
す
る
所
以
と
し
、
礼
義
の
起
つ
所
以
と
し
て
小
る
。
一
つ
と
し

　
　
て
仁
に
本
づ
か
な
い
も
の
は
な
い
。
（
先
生
之
論
理
、
以
『
仁
』
字

　
　
爲
唯
一
之
宗
旨
、
以
爲
世
界
之
所
以
立
、
衆
生
之
所
以
生
、
家
國
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
㌧

　
　
所
以
存
、
膿
義
之
所
以
超
、
無
一
不
本
於
仁
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
一

　
康
有
爲
は
「
忍
び
ざ
る
は
吸
摂
一
不
忍
者
吸
撮
）
」
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

こ
の
「
忍
び
ざ
る
」
の
心
は
『
孟
子
』
以
来
、
儒
学
で
は
仁
の
端
で
あ
る
。

従
っ
て
右
に
み
た
「
仁
」
は
論
理
的
に
吸
摂
の
力
を
持
つ
。
又
、
「
神
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
一

は
知
気
で
あ
る
一
神
者
知
氣
也
）
」
　
「
覚
知
が
あ
れ
ば
吸
摂
が
あ
る
（
有
覚

　
　
　
　
　
一
7
4
）

知
則
有
吸
摂
）
」
と
の
さ
き
に
み
た
論
理
に
よ
り
、
神
－
知
－
吸
摂
の
関

連
が
導
か
れ
、
「
神
」
は
吸
摂
の
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
「
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
5
一

神
は
元
で
あ
る
一
全
神
…
…
惟
元
）
」
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
神
」
も
「
元
」

に
由
来
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
元
－
神
－
知
－
吸
摂
－
仁
と
い

う
連
鎖
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
「
仁
」
は
「
大
同
」
へ
の
根
拠
た
る
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
従
っ
て
、
こ
の
論
証
か
ら
「
元
」
は
「
大
同
」
へ
至
る

た
め
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。
梁
啓
超
は
「
大
同
が
根
拠
と
し

て
い
る
原
理
は
、
衆
生
が
も
と
も
と
性
海
を
一
に
し
、
人
類
が
み
な
同
胞

で
あ
る
こ
と
だ
。
一
大
同
根
擦
之
原
理
、
以
爲
衆
生
本
一
性
海
、
人
類
皆

　
　
　
一
術
一

爲
同
胞
）
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
元
」
の
論
理
を
端
的
に
要
約

し
た
み
ご
と
な
説
明
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
康
有
爲
自
身
も
み
ず
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か
ら
そ
の
思
想
を
悟
っ
た
時
の
事
に
つ
い
て
幻
想
的
・
詩
的
な
表
現
を
用

い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
「
秋
冬
に
独
り
一
楼
に
居
て
、
す
べ
て
の
縁
を
澄
絶
し
、
挽
読
仰
思

　
　
し
て
十
二
月
に
な
っ
た
。
悟
る
所
は
日
に
深
く
な
り
、
顕
微
鏡
の
万

　
　
数
千
倍
す
る
こ
と
に
因
っ
て
、
風
を
視
る
と
輪
の
如
く
で
あ
り
、
蟻

　
　
を
見
る
と
象
の
如
く
で
あ
る
。
こ
う
し
て
大
小
斉
同
の
理
を
悟
っ
た
。

　
　
電
機
光
線
が
一
秒
に
数
十
万
里
一
す
す
む
こ
と
一
よ
り
、
久
速
斉
同
の

　
　
理
を
悟
っ
た
。
至
大
の
外
は
な
お
大
な
る
も
の
が
あ
り
、
至
小
の
内

　
　
は
な
お
小
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
一
を
剖
い
て
も
尽
き
る

　
　
こ
と
は
な
く
、
万
を
吹
い
て
も
同
じ
で
は
な
く
、
元
氣
の
混
命
に
も

　
　
と
づ
い
て
、
太
平
の
世
を
推
す
。
…
…
…
（
中
略
）
…
・
…
・
・
こ
の
道
は

　
　
元
を
以
て
体
と
し
、
陰
陽
を
以
て
用
と
す
る
。
一
秋
冬
燭
屠
一
棲
、

　
　
萬
縁
澄
絶
、
悦
讃
仰
思
、
至
十
二
月
、
所
悟
日
深
、
因
顯
微
鏡
之
萬

　
　
藪
千
倍
者
、
視
風
如
輪
、
見
蟻
如
象
、
而
悟
大
小
齊
同
之
理
、
因
電

　
　
機
光
線
一
秒
敷
十
萬
里
、
而
悟
久
速
齊
同
之
理
、
知
至
大
之
外
、
尚

　
　
有
大
者
、
至
小
之
内
、
尚
包
小
者
、
剖
一
而
無
壼
、
吹
萬
而
不
同
、

　
　
根
元
氣
之
混
命
、
推
太
平
之
世
、
…
…
…
一
中
略
）
：
…
：
・
・
其
道
以
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
7
〕

　
　
爲
髄
、
以
陰
陽
爲
用
）
」

　
と
こ
ろ
で
、
康
有
爲
が
「
大
同
」
へ
の
根
拠
と
し
て
「
元
」
を
把
え
た
、
－

契
機
は
右
の
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
顕
微
鏡
と
電
機
光
線
と
に
よ
っ
て
い

る
。
康
有
爲
は
新
た
に
得
た
西
欧
の
自
然
科
学
的
知
識
に
激
発
さ
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）

独
自
の
万
物
斉
同
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
康
有

爲
が
「
悟
っ
た
」
の
は
「
大
小
斉
同
」
「
久
速
斉
同
」
の
「
斉
同
」
の
理

で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
「
元
気
」
が
措
定
さ
れ
て
い

た
。
そ
し
て
そ
の
思
想
体
系
の
基
層
に
は
「
元
」
が
捉
え
ら
れ
て
、
そ
の

思
想
は
展
開
す
る
の
だ
が
、
そ
の
契
機
と
し
て
、
西
洋
近
代
科
学
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
又
、
「
仁
」
に
つ
い
て
の
右
引
用
中
に
「
人
道
之
進
化
」

と
い
う
語
が
あ
る
が
、
右
の
「
元
」
に
内
包
さ
れ
る
発
展
的
変
化
の
始
ま

り
と
し
て
の
性
格
と
も
考
え
合
わ
せ
て
、
そ
の
点
で
は
康
有
爲
の
思
想
形

成
へ
の
「
進
化
論
」
の
影
響
を
指
摘
で
き
る
。
進
化
論
を
含
め
、
西
洋
近

代
知
識
・
思
想
の
影
響
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
扱
わ
ず
別
の
機
会

に
譲
る
が
、
西
洋
近
代
知
識
・
思
想
を
彼
の
思
想
体
系
の
中
に
矛
盾
な
く

組
み
込
む
た
め
の
、
そ
の
基
層
的
思
想
・
概
念
装
置
と
し
て
「
元
」
が
措

定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
「
元
」
の
万
物
の
本
と
し
て
の
あ
り
方
が
バ
ラ
モ
ン
の
大
梵
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
一

王
や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
比
せ
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
む

し
ろ
「
元
」
の
思
想
が
形
成
さ
れ
た
後
に
、
そ
れ
を
用
い
て
こ
れ
ら
の
思

想
を
参
酌
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

五
、
「
楽
」

の
思
想

　
四
項
に
お
い
て
「
大
同
」
へ
の
根
拠
と
し
て
の
「
元
」
に
つ
い
て
述
べ

た
が
、
五
項
で
は
「
大
同
」
へ
の
根
拠
と
し
て
の
「
楽
」
の
思
想
に
つ
い

て
「
元
」
の
思
想
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
述
べ
た
い
。

　
「
元
」
の
思
想
は
世
界
が
「
大
同
之
世
」
へ
至
る
こ
と
に
お
い
て
、
存

在
物
と
そ
こ
に
働
く
力
と
の
根
拠
で
あ
り
、
「
楽
」
の
思
想
は
「
大
同
之
世
」

へ
至
る
た
め
に
必
要
な
、
「
改
制
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
に
つ
い
て
の

根
拠
で
あ
る
。
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「
大
同
之
世
」
が
理
想
世
界
で
あ
る
こ
と
は
次
の
言
に
表
れ
て
い
る
。

　
　
「
そ
れ
は
た
だ
大
同
太
平
の
道
を
行
う
だ
け
で
あ
る
の
だ
。
あ
ま
ね

　
　
く
世
法
を
観
る
と
、
大
同
の
道
を
捨
て
て
生
人
の
苦
を
救
い
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と

　
　
大
楽
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
殆
ん
ど
て
だ
て
が
な
い
。

　
　
大
同
の
道
は
至
平
で
あ
り
、
至
公
で
あ
り
、
至
仁
で
あ
り
、
治
の
至

　
　
（
最
高
の
も
の
）
で
あ
る
。
善
道
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
に
加
え

　
　
る
も
の
は
な
い
。
（
其
惟
行
大
同
太
平
之
道
哉
、
偏
観
世
法
、
舎
大

　
　
同
之
道
而
欲
救
生
人
之
苦
、
求
其
大
築
、
殆
無
由
也
、
大
同
之
道
、

　
　
至
平
也
、
至
公
也
、
至
仁
也
、
治
之
至
也
、
難
有
善
道
、
無
以
加
此

　
　
　
粛
一

　
　
ム
矢
）
」

　
そ
の
こ
と
は
さ
ら
に
「
苦
界
を
去
っ
て
極
楽
に
至
る
（
去
苦
界
至
極
樂
）
」

駈
〕　

が
「
大
同
之
世
」
を
さ
し
て
言
わ
れ
る
所
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
の
「
大

同
之
世
」
へ
は
い
か
に
し
て
到
達
す
る
か
。
「
小
康
の
後
は
進
む
の
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
舵
一

同
を
以
て
す
る
（
小
康
之
後
、
進
以
大
同
）
」
と
の
言
が
あ
る
が
、
現
在

の
「
小
康
」
か
ら
「
大
同
」
へ
至
る
た
め
の
具
体
的
施
策
と
し
て
じ
つ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
3
）

「
改
制
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
「
改
制
」
が
必
要
か
。

そ
れ
は
、
「
改
制
」
の
道
を
知
り
、
現
状
を
改
め
る
こ
と
な
し
に
は
人
々

は
永
く
苦
の
道
に
従
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
康
有
爲
に

お
い
て
制
度
と
は
、
聖
人
が
人
事
時
勢
の
自
然
に
し
た
が
っ
て
法
を
た
て

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
聖
人
の
た
て
た
法
も
、
時

勢
風
俗
の
旧
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
勢
が
既
に
定
ま
っ

て
、
長
く
継
続
す
る
と
遂
に
圧
制
的
な
道
義
と
な
り
、
こ
う
し
て
、
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は

は
相
扶
植
し
、
保
護
す
る
善
法
で
あ
っ
た
も
の
が
、
終
に
は
至
だ
抑
圧
的
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荻
）

至
だ
不
平
の
苦
趣
と
な
る
。
こ
の
た
め
に
「
改
制
」
を
お
こ
な
っ
て
、

苦
よ
り
人
々
が
救
わ
れ
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
こ
う
し
て
康
有
爲
は
孔

子
の
「
改
制
」
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ん
ぱ
か

　
　
「
神
明
で
あ
る
聖
王
孔
子
は
早
く
か
ら
こ
れ
を
慮
り
、
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
憂
え
た
。
だ
か
ら
三
統
三
世
の
法
を
立
て
、
拠
乱
の
後
は
易
わ
る
の

　
　
に
升
平
・
太
平
を
以
て
し
、
小
康
の
後
は
進
む
の
に
大
同
を
以
て
し

　
　
た
。
日
う
こ
と
に
は
『
窮
す
れ
ば
則
ち
変
ず
』
と
。
日
う
こ
と
に
は

　
　
『
そ
の
会
通
を
観
、
以
て
そ
の
典
礼
を
行
う
』
と
。
思
う
に
深
く
慮
っ

　
　
て
道
を
守
る
者
は
、
変
を
知
ら
な
い
で
永
く
苦
の
遭
に
従
う
の
で
あ

　
　
る
。
一
楴
明
聖
王
孔
子
早
慮
之
憂
之
、
故
立
三
統
三
世
之
法
、
擦
乱

　
　
之
後
、
易
以
升
平
、
太
平
、
小
康
之
後
、
進
以
大
同
、
日
窮
則
愛
、

　
　
日
観
其
會
通
以
行
其
典
穫
、
蓋
深
慮
守
道
者
不
知
愛
、
而
永
從
苦
道

　
　
　
轟
一

　
　
也
）
」

　
変
を
知
ら
な
け
れ
ば
永
く
苦
の
道
に
従
っ
た
ま
ま
と
な
る
の
で
あ
る
か

ら
、
変
を
知
り
「
改
制
」
を
知
る
こ
と
が
苦
を
去
り
「
大
同
之
世
」
の
「
楽
」

に
至
る
道
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　
で
は
「
楽
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
「
楽
」
は
何
に
よ
っ
て
存
在
す
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

こ
れ
を
示
す
も
の
が
次
の
言
で
あ
る
。

　
　
「
そ
も
そ
も
生
物
の
知
あ
る
も
の
は
、
脳
筋
に
霊
を
含
ん
で
い
る
。

　
　
そ
の
物
・
非
物
と
触
遇
す
る
と
、
宜
が
あ
り
不
宜
が
あ
り
、
適
が
あ

　
　
り
不
適
が
あ
る
。
そ
の
脳
筋
に
お
い
て
適
で
あ
り
し
か
も
宜
で
あ
る

　
　
も
の
は
、
神
魂
は
こ
の
た
め
に
楽
し
み
、
そ
の
脳
筋
と
不
適
・
不
宜

　
　
で
あ
る
も
の
は
、
神
魂
は
こ
の
た
め
に
苦
し
む
。
（
夫
生
物
之
有
知
者
、

　
　
脳
筋
含
露
、
其
典
物
非
物
之
鰯
遇
也
、
印
有
宜
有
不
宜
、
有
蓮
有
不
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適
、
其
於
脳
筋
適
且
宜
者
則
楠
魂
爲
之
樂
、
其
與
脳
筋
不
適
不
宜
者

　
　
　
　
　
　
　
　
轟
一

　
　
則
碑
魂
爲
之
苦
）
」

　
右
に
よ
れ
ば
、
「
楽
」
と
「
苦
」
と
は
知
覚
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、

外
部
の
物
や
非
物
と
接
触
す
る
と
き
、
人
問
の
内
部
で
は
脳
筋
に
お
い
て

そ
の
宜
と
不
宜
と
、
適
と
不
適
と
を
弁
別
す
る
。
弁
別
さ
れ
た
そ
の
宜
と

不
宜
と
、
適
と
不
適
と
に
応
じ
て
神
魂
は
楽
苦
す
る
。
脳
筋
と
神
魂
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粛
）

分
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
脳
筋
は
霊
を
含
む
（
脳
筋
含
露
）
」
か
ら

じ
つ
は
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
脳
筋
は
脳
の
具
体
的
存
在
を
示
し
、
神
魂

は
脳
の
働
き
と
い
う
観
念
的
な
も
の
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
三

項
に
お
い
て
、
「
神
」
と
は
覚
知
に
よ
っ
て
吸
摂
し
、
「
大
同
之
世
」
に
至

ら
せ
る
働
き
を
持
つ
こ
と
を
み
た
が
、
こ
れ
と
併
せ
考
え
る
と
「
神
」
の

覚
知
と
は
、
物
・
非
物
に
応
じ
て
、
そ
の
宜
・
不
宜
、
適
・
不
適
を
弁
別

し
、
楽
苦
を
覚
知
す
る
こ
と
で
あ
る
。
又
、
神
の
覚
知
に
よ
っ
て
吸
摂
が

　
　
一
跳
〕

お
こ
る
の
だ
か
ら
、
「
楽
」
は
吸
摂
の
ひ
と
つ
の
顕
現
で
あ
る
。
そ
し
て

吸
摂
は
忍
び
ざ
る
の
心
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
楽
」
は
他
を
い
っ
く
し
む
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
舶
）

つ
ま
り
仁
と
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
楽
」

は
個
人
内
部
の
覚
知
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
他
者
へ
の
仁
と
い
う
面
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
す
な
。
わ
ち
「
楽
」
の
思
想
の
要
請
か
ら
し
て
も
、
他
よ

り
苦
を
去
り
楽
に
至
ら
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
改
制
」
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
又
、
そ
れ
は
「
永
楽
を
神
魂
に
求
め
る
（
求
永
樂
於
鵡
魂
）
」

一
9
0
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玩
〕

　
と
述
べ
ら
れ
る
所
よ
り
、
永
遠
の
楽
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
康
有

爲
の
思
想
に
お
け
る
「
楽
」
と
は
、
単
な
る
快
楽
で
は
な
く
、
「
神
」
と

と
も
に
あ
る
こ
と
で
永
遠
で
も
あ
り
、
し
か
も
仁
で
あ
る
「
楽
」
で
あ
る
。

仁
の
具
体
化
は
人
を
「
楽
」
に
す
る
施
策
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
施
策
は
、

「
そ
の
術
は
人
の
た
め
に
そ
の
楽
を
増
益
す
る
こ
と
以
外
に
な
い
。
（
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）
　
　
　
　
菟
〕

術
不
過
爲
人
培
盆
其
樂
而
巳
）
」
　
「
普
天
の
下
に
生
あ
る
徒
は
、
皆
、
楽

を
求
め
て
苦
を
免
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
す
る
だ
け
で
あ
る
。
他
の
道
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粛
）

い
。
（
普
天
之
下
、
有
生
之
徒
、
皆
以
求
樂
琵
苦
而
巳
、
無
他
道
実
、
一
」

「
か
の
人
道
と
い
う
も
の
は
、
人
に
依
る
こ
と
で
道
と
な
る
。
人
に
依
る

道
は
苦
楽
だ
け
で
あ
る
。
人
の
た
め
に
謀
る
と
は
、
苦
を
去
っ
て
楽
を
求

め
る
だ
け
で
、
他
の
道
が
な
い
。
（
夫
人
道
者
依
人
以
爲
■
道
、
依
人
之
道
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蛎
）

苦
樂
而
巳
、
爲
人
謀
者
、
去
苦
以
求
樂
而
巳
、
無
他
道
実
一
と
、
「
楽
」

に
か
か
わ
っ
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
な
お
、
康
有
爲
が
「
改
制
」
を
す
べ
て
の
人
に
施
し
う
る
理
由
と
し
て

あ
げ
る
の
は
、
す
べ
て
の
人
が
楽
を
求
め
る
と
い
う
一
般
的
経
験
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
次
の
言
に
表
れ
て
い
る
。

　
　
　
粛
）

　
　
「
彼
は
至
苦
を
履
む
の
で
は
な
い
。
思
う
に
そ
の
苦
楽
の
長
短
大

　
　
　
　
は
か

　
　
小
を
権
っ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
甘
ん
じ
て
そ
の
小
苦
短
苦
を
行
っ

　
　
て
、
以
て
そ
の
長
楽
大
楽
を
求
め
る
の
だ
。
彼
は
生
老
病
死
を
苦
と

　
　
す
る
。
だ
か
ら
、
ま
さ
に
、
そ
の
不
苦
で
あ
っ
て
至
楽
で
あ
る
も
の

　
　
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
（
彼
非
履
至
苦
也
、
蓋
椹
其
苦
樂
之
長
短
大
小
、

　
　
故
甘
行
其
小
苦
短
苦
以
求
其
長
樂
大
樂
也
、
彼
以
生
老
病
指
爲
苦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
w
〕

　
　
故
將
求
其
不
苦
而
至
築
者
焉
）
」

　
　
　
キ
り
ス
ト

　
　
「
基
督
の
楽
は
天
国
に
あ
っ
て
、
だ
か
ら
ま
た
そ
の
身
を
土
木
と

　
　
　
　
　
　
　
一
眺
）

　
　
す
る
。
清
教
徒
は
苦
行
し
て
食
べ
ず
、
山
に
棲
ん
で
居
を
閉
ざ
す

　
　
の
は
、
ま
た
ま
る
で
仏
教
徒
一
の
よ
う
だ
。
　
一
基
督
樂
在
天
國
、
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
9
）

　
　
亦
土
木
其
身
、
其
澄
教
徒
苦
行
不
食
、
棲
山
閉
虚
、
亦
猶
佛
者
焉
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
冠
〕

　
　
「
だ
か
ら
、
普
天
の
下
に
生
あ
る
徒
は
、
皆
、
楽
を
求
め
て
苦
を
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免
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
す
る
だ
け
で
あ
る
。
他
の
道
は
な
い
。
（
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
）

　
　
普
天
下
、
有
生
之
徒
、
皆
以
求
樂
冤
苦
而
巳
、
無
他
道
ム
矢
）
L

　
右
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
で
苦
を
求
め
る
者
も
、
永
遠
の
楽
を
求
め
る
た

め
に
苦
を
求
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
結
局
、
楽
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
。
し
か
も
求

め
ら
れ
て
い
る
「
楽
」
は
「
至
楽
」
「
大
楽
」
「
長
楽
」
で
あ
る
。
す
べ
て

の
人
が
「
忍
び
ざ
る
」
心
を
持
ち
、
す
べ
て
の
人
が
「
楽
」
を
求
め
る
な

ら
ば
、
「
至
仁
」
「
治
之
至
」
で
あ
る
「
大
同
之
世
」
は
、
求
め
な
い
で
は

い
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
康
有
爲
に
お
け
る
「
楽
」
と
は
、
「
神
」
と

か
か
わ
っ
て
理
解
す
る
と
、
「
仁
」
で
あ
り
、
永
遠
で
あ
り
、
す
べ
て
の

人
が
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
☆

　
「
楽
」
の
思
想
は
何
に
由
来
す
る
の
か
。
「
楽
」
と
不
可
分
な
も
の
は
「
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
）

制
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
先
の
引
用
文
中
の
語
、
「
変
」
に
あ
た
る
。
「
楽
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎜
）

の
語
は
『
易
』
の
繋
辞
上
樽
の
「
楽
天
知
命
」
、
及
び
『
春
秋
公
羊
解
詰
』

　
　
　
　
一
…
一
）

哀
公
十
四
年
に
そ
の
淵
源
を
見
出
し
う
る
。
「
変
」
は
『
易
』
の
繋
辞
下

樽
の
「
窮
則
変
」
が
典
拠
で
あ
る
。
「
変
」
に
つ
い
て
は
、
又
、
「
三
統
三

世
」
と
言
い
、
「
小
康
大
同
」
と
言
い
、
そ
れ
ぞ
れ
『
春
秋
公
羊
解
駐

と
『
穫
記
』
「
薩
運
」
篇
と
に
典
拠
が
あ
る
。
康
有
爲
が
、
こ
れ
ら
「
変
化
」

を
内
容
に
持
つ
思
想
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
中
国
伝
統
思
想
の
中
に
進

歩
を
述
べ
て
い
る
思
想
を
見
出
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
〕

こ
に
、
西
洋
近
代
の
「
進
化
論
」
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
三
統
三
世
」
「
小
康
大
同
」
な
ど
も
康
有
爲
の
目
か
ら
す
る
と
、
進
化

論
的
概
念
が
既
に
中
国
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ひ
と
こ
と
添

え
る
な
ら
ば
「
楽
」
の
思
想
に
お
い
て
も
「
功
利
主
義
」
と
の
関
係
を
み

の
が
せ
な
い
ら
こ
れ
ら
は
華
夷
思
想
に
類
す
る
問
題
の
一
つ
と
言
え
る
。

こ
の
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
改
め
て
述
べ
た
い
。

ま
と
め

　
康
有
爲
の
基
層
的
思
想
と
考
え
ら
れ
る
「
元
」
の
思
想
に
お
け
る
西
洋

近
代
知
識
・
思
想
の
位
置
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
「
元
」
の
思
想
の
、
理

念
的
側
面
と
質
的
側
面
と
に
わ
た
っ
て
は
、
中
国
伝
統
思
想
に
も
と
づ
い

て
、
そ
の
思
想
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
元
」
の
働
き
、

す
な
わ
ち
「
神
」
に
つ
い
て
は
、
康
有
爲
は
以
太
・
電
・
光
な
ど
の
語
を

用
い
な
が
ら
、
中
国
伝
統
思
想
の
概
念
を
よ
り
明
確
に
詳
し
く
述
べ
よ
う

と
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
西
洋
由
来
の
語
に
は
同
時
に
、
中
国
の
伝
統

的
思
想
・
概
念
が
付
加
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
語
は
「
知
気
」

「
魂
知
」
「
精
爽
」
「
霊
明
」
「
明
徳
」
等
、
中
国
伝
統
の
概
念
と
差
し
換

え
可
能
な
形
で
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
元
」
の
思
想
の
構
造
は

中
国
伝
統
思
想
に
よ
っ
て
形
而
上
的
部
分
が
形
成
さ
れ
、
西
洋
近
代
知

識
・
思
想
は
副
次
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
康
有
爲
は

西
洋
近
代
知
識
を
中
国
伝
統
思
想
の
論
理
の
中
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
知
識
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
思
想
と
し
て
彼
な
り
に
発
展
さ
せ
て
い

た
。　

し
か
し
、
康
有
爲
が
思
想
を
形
成
す
る
、
そ
の
契
機
に
つ
い
て
は
別
で

あ
る
。
「
元
」
の
思
想
に
お
い
て
も
、
顕
微
鏡
、
電
機
光
線
の
知
識
が
そ

の
形
成
の
契
機
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
進
化
論
な
ど
の
影
響
も
見
過
せ
な
い
。
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「
大
同
」
へ
の
発
展
的
変
化
、
働
き
を
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
、
進
化

や
光
電
の
概
念
が
重
要
な
役
割
を
担
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
ま
れ
、
康
有
爲
は
西
洋
近
代
知
識
・
思
想
の
影
響
の
も
と
に
、
そ
の

思
想
展
開
の
道
を
進
み
は
じ
め
た
の
だ
が
、
そ
う
し
た
西
洋
近
代
の
知

識
・
思
想
を
彼
の
思
想
体
系
の
中
に
矛
盾
な
く
組
み
込
む
た
め
の
、
そ
の

根
本
的
概
念
装
置
と
し
て
、
万
物
を
斉
同
と
と
ら
え
る
「
元
」
の
思
想
を

措
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

註

（
1
）
ア
ヘ
ン
戦
争
は
一
八
四
〇
年
～
一
八
四
二
年
に
わ
た
っ
て
お
こ
っ

　
　
た
。
戦
争
は
清
の
敗
北
に
終
わ
り
、
一
八
四
二
年
に
南
京
条
約
が
成

　
　
立
し
た
。
こ
れ
を
機
と
し
て
中
国
の
半
植
民
地
化
が
進
め
ら
れ
た
。

（
2
）
思
想
的
な
・
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ム
パ
ク
ト
も
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
・

　
　
経
済
・
軍
事
等
外
的
な
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ム
パ
ク
ト
と
相
侯
っ
て
形

　
成
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。
「
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
一
の
語
は
、

　
後
藤
基
巳
著
『
明
清
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
』
に
見
え
る
。

（
3
）
排
外
運
動
と
も
呼
ば
れ
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
は
特
に
排
英
運
動
と
し

　
　
て
活
発
で
あ
っ
た
。
思
想
と
し
て
よ
り
も
外
的
運
動
と
し
て
の
性
格

　
　
が
強
い
。
『
近
代
中
国
』
第
1
2
巻
「
清
末
排
外
運
動
の
研
究
」
に
詳

　
　
し
い
。

（
4
）
洋
務
派
は
最
初
、
夷
務
派
と
も
言
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
中
体
西
用
論

　
　
は
こ
の
派
の
人
々
の
説
だ
と
さ
れ
る
。
変
法
派
は
こ
れ
に
対
し
て
変

　
法
、
す
な
わ
ち
制
度
も
変
化
さ
せ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
「
洋
務
派
」
の
語
は
、
小
野
川
秀
美
著
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
に

　
　
よ
っ
た
。

一
5
一
仏
教
思
想
も
唐
宋
問
に
著
し
く
中
国
化
さ
れ
、
清
末
の
思
想
状
況
に

　
　
お
い
て
は
中
国
伝
統
思
想
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
6
一
康
有
爲
の
思
想
に
お
け
る
西
洋
の
影
響
は
思
想
ば
か
り
で
な
く
、
顕

　
微
鏡
、
光
、
電
等
の
知
識
の
影
響
が
あ
り
、
「
西
洋
近
代
知
識
・
思
想
」

　
　
と
記
述
し
た
。

一
7
）
『
易
』
「
乾
」
に
「
象
日
、
大
哉
乾
元
、
萬
物
資
始
、
乃
統
天
」
と

　
あ
り
、
こ
の
「
万
物
資
始
」
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
「
万
物
は
こ
れ
を

　
　
も
と
と
し
て
生
ず
る
」
を
こ
こ
に
も
用
い
た
。

（
8
）
『
穫
運
注
』
康
南
海
先
生
遺
著
彙
刊
一
宏
業
書
局
一
五
三
頁
。
以
下
特

　
　
に
こ
と
わ
ら
な
け
れ
ば
、
康
南
海
遺
著
彙
刊
に
よ
る
。

一
9
一
『
春
秋
董
氏
學
』
二
一
二
四
頁
。

一
！
0
）
『
春
秋
董
氏
學
』
二
五
四
頁
。

一
u
）
『
康
先
生
口
説
』

一
1
2
）
『
大
同
書
』
一
龍
田
出
版
社
）
四
頁
。
『
大
同
書
』
に
つ
い
て
以
下
特

　
　
に
こ
と
わ
ら
な
け
れ
ば
龍
田
出
版
社
本
に
よ
る
。

一
1
3
）
一
1
2
）
参
照
。

一
1
4
）
『
春
秋
董
氏
學
』
二
四
〇
頁
。

一
1
5
）
造
る
側
か
ら
言
え
ば
「
浩
浩
た
る
元
気
」
が
「
天
地
」
を
造
起
す
る
。

　
　
造
ら
れ
る
側
か
ら
言
え
ば
天
と
人
と
は
「
そ
の
浩
気
を
太
元
よ
り
分
」

　
　
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
し
て
も
「
元
気
」
と
「
太
元
」
と
の
概

　
念
の
上
下
関
係
を
考
え
る
な
ら
ば
、
「
元
気
」
よ
り
も
「
太
元
」
の

　
方
が
上
位
で
あ
る
。
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（
1
6
）
『
大
同
書
』
四
頁
。

（
1
7
）
（
1
6
）
参
照
。

（
1
8
）
『
穫
運
注
』
五
三
頁
。

一
1
9
）
一
ー
ユ
）
参
照
。

（
2
0
）
『
穫
運
注
』
五
三
頁
。

（
2
1
）
た
だ
し
「
気
」
に
は
「
天
地
之
間
有
陰
陽
之
氣
、
常
漸
人
者
、
若
水

　
　
常
漸
魚
也
、
所
以
異
於
水
者
、
可
見
典
不
可
見
耳
」
『
春
秋
董
氏
學
』

　
　
二
四
〇
頁
等
、
人
間
と
は
区
別
さ
れ
、
気
そ
れ
白
体
で
存
す
る
と
把

　
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
又
、
「
素
材
」
の
語
は
後
藤
延
子
著
「
康

　
　
有
爲
の
大
同
世
界
像
」
に
よ
っ
た
。

（
2
2
）
『
春
秋
公
羊
解
詰
』
隠
公
元
年
の
注

（
2
3
）
『
春
秋
董
氏
學
』
二
三
四
頁
。

（
2
4
）
康
有
爲
は
「
太
極
」
の
語
で
は
な
く
「
元
」
の
語
で
万
物
の
根
拠
を

　
　
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宋
学
の
朱
子
よ
り
は
、
公
羊
学
の
何

　
　
休
に
拠
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。

（
2
5
）
『
孔
子
改
制
考
』
で
は
古
文
は
劉
敵
ら
の
偽
作
だ
と
し
て
い
る
。

（
2
6
）
重
沢
俊
郎
著
『
周
漢
思
想
史
研
究
』

（
2
7
）
恵
棟
著
『
新
本
鄭
氏
周
易
』
参
照
。
「
極
中
之
道
、
淳
和
未
分
之
氣
也
」

　
　
と
あ
る
。

（
2
8
）
『
漢
書
』
「
律
暦
史
」
「
太
極
元
氣
、
函
三
爲
一
」
と
あ
る
。

（
2
9
）
風
と
い
な
づ
ま
の
こ
と
で
あ
る
。

（
3
0
）
『
穫
記
』
「
孔
子
聞
居
」
篇
。

（
3
ユ
）
「
大
同
書
』
四
頁
。

（
3
2
）
こ
の
部
分
に
挙
げ
る
4
例
は
い
ず
れ
も
『
大
同
書
』
一
3
1
）
参
照
。

（
3
3
）
『
膿
運
注
』
二
五
頁
。

（
3
4
）
『
檀
運
注
』
三
三
頁
。

（
3
5
）
ギ
リ
シ
ア
語
の
ア
イ
テ
ー
ル
は
、
土
水
火
空
気
の
四
元
素
に
対
し
て
、

　
　
天
体
を
成
し
て
い
る
第
五
元
素
と
さ
れ
る
。

（
3
6
）
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
波
動
説
に
は
反
対
し
て
い
た
。

一
3
7
一
謂
嗣
同
に
お
け
る
工
ー
テ
ル
一
以
太
）
の
論
は
『
仁
學
』
に
述
べ
ら
れ

　
　
て
い
る
。
康
有
爲
は
『
孟
子
微
』
　
一
〇
八
頁
に
お
い
て
「
不
忍
人
心

　
　
仁
也
、
電
也
、
以
太
也
」
と
言
い
、
「
電
」
と
「
以
太
」
と
を
並
記

　
　
す
る
が
、
謂
嗣
同
は
区
別
し
て
い
る
。
謂
嗣
同
の
以
太
説
に
つ
い
て

　
　
は
、
坂
出
祥
伸
著
『
中
国
近
代
の
思
想
と
科
学
』
、
原
田
正
己
著
『
康

　
　
有
爲
の
思
想
運
動
と
民
衆
』
参
照
。

（
3
8
一
以
上
の
部
分
は
『
哲
学
事
典
』
一
平
凡
社
一
『
科
学
の
事
典
』
一
岩
波

　
書
店
一
に
よ
っ
た
。

（
3
9
）
『
孟
子
微
』
一
四
六
頁
。

一
4
0
）
『
孟
子
微
』
　
一
〇
八
頁
。

（
4
ユ
）
一
3
1
）
参
照
。

（
4
2
）
（
3
ユ
一
参
照
。

（
4
3
）
（
3
1
一
参
照
。

一
4
4
）
一
3
1
）
参
照
。

一
4
5
）
『
大
同
書
』
六
頁
に
「
愛
典
登
之
大
小
多
小
爲
比
例
焉
」
と
述
べ
ら

　
　
れ
て
あ
る
。

一
4
6
）
こ
の
事
は
謂
嗣
同
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
リ
ュ
ー
シ
ュ
ら
の

　
　
新
活
力
論
が
、
そ
の
前
提
に
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
意
し
な
く
て
は
い

　
　
け
な
い
“
坂
出
祥
伸
著
『
中
国
近
代
の
思
想
と
科
学
』
参
照
。

701



（
4
7
）
『
説
文
解
字
』
に
よ
れ
ば
「
電
、
斡
易
激
擢
也
、
瓜
甫
杁
印
」
と
あ

　
　
る
。

一
4
8
）
中
国
、
又
は
日
本
に
お
い
て
監
o
巨
o
身
を
誰
が
最
初
に
「
電
」
又

　
　
は
「
電
気
」
な
る
訳
語
を
あ
て
た
か
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
あ
る
。

（
4
9
）
『
康
南
海
先
生
自
編
年
譜
』
二
二
頁
。

（
5
0
）
（
4
0
）
参
照
。

（
5
1
）
（
3
1
）
（
3
0
）
参
照
。

一
5
2
）
一
3
1
）
参
照
。

（
5
3
一
一
3
ユ
一
参
照
。

（
5
4
）
『
大
同
書
』
七
頁
。

（
5
5
）
（
3
1
一
参
照
。

（
5
6
）
（
3
ユ
）
参
照
。

（
5
7
）
（
3
ユ
）
参
照
。

一
5
8
）
（
4
4
）
参
照
。

（
5
9
）
（
3
ユ
）
参
照
。

（
6
0
）
『
穫
運
注
』
三
八
頁
。

（
6
1
）
『
穫
運
注
』
三
三
頁
。

（
6
2
）
『
穫
運
注
』
二
七
頁
。

（
6
3
）
『
穫
運
注
』
二
五
頁
に
「
知
氣
著
露
魂
也
、
略
同
電
氣
」
と
あ
る
。

　
　
「
知
気
」
は
ほ
ぼ
「
電
気
」
と
同
じ
と
さ
れ
て
い
る
。

（
6
4
）
「
大
同
」
の
語
は
『
穫
記
』
「
膿
運
」
篇
に
出
典
が
あ
る
。

（
6
5
）
『
春
秋
董
氏
學
』
二
三
四
頁
に
「
列
子
謂
天
地
空
中
之
細
物
」
と
あ

　
　
る
。

一
6
6
）
『
春
秋
』
の
経
文
を
「
一
年
春
一
月
公
即
位
」
「
元
年
春
王
正
月
」

　
　
と
あ
げ
て
、
「
二
と
「
元
」
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

（
6
7
）
『
春
秋
筆
削
大
義
徴
言
考
』
旧
三
一
頁
。

（
6
8
）
「
仁
」
は
「
元
・
神
」
の
思
想
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て
お
り
「
元
」

　
　
と
関
連
す
る
。

（
6
9
）
『
孟
子
微
』
　
一
〇
八
頁
。

一
7
0
）
康
有
爲
を
さ
す
。

一
7
ユ
一
梁
啓
超
著
『
康
南
海
樽
』
二
一
頁
。

（
7
2
）
『
大
同
書
』
四
頁
。

（
7
3
一
一
7
2
一
参
照
。

（
7
4
）
（
7
2
一
参
照
。

一
7
5
）
一
7
2
一
参
照
。

一
7
6
）
『
康
南
海
偉
』
二
七
頁
。

一
7
7
）
『
康
南
海
先
生
自
編
年
譜
』
　
一
四
頁
。

一
7
8
）
坂
出
祥
伸
著
『
中
国
近
代
の
思
想
と
科
学
』

一
7
9
一
「
楽
」
の
思
想
に
あ
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
教
思
想
等
に
つ
い
て
同
様
の

　
　
こ
と
が
あ
る
。

8685 84 8382 8ユ80

『
大
同
書
』
　
一
一
頁
。

『
大
同
書
』
癸
部
の
題
目
。

『
大
同
書
』
　
一
一
頁
。

「
改
制
」
に
つ
い
て
は
別
府
淳
夫
著
「
康
有
爲
の
思
想
－
改
制
に
つ

い
て
1
」
参
照
。
．

「
大
同
書
』
一
一
頁
の
内
容
。

『
大
同
書
』
　
一
一
頁
。

「
大
同
書
』
七
頁
。
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一
8
7
）
（
8
6
）
参
照
。

（
8
8
）
（
3
1
一
参
照
。
「
有
覧
知
則
有
吸
撮
」
「
不
忍
者
吸
撮
之
力
也
」
と
あ
る
。

（
8
9
）
梁
啓
超
著
『
康
南
海
樽
』
二
七
頁
参
照
。

（
9
0
）
『
大
同
書
』
八
頁
。

（
9
1
）
（
6
2
）
参
照
。
霊
魂
に
つ
い
て
述
べ
、
知
気
は
不
滅
で
あ
る
と
言
っ
て

　
　
い
る
。

（
9
2
）
『
大
同
書
』
八
頁
。

一
9
3
）
満
天
の
こ
と
で
あ
る
。

（
9
4
）
『
大
同
書
』
九
頁
。

（
9
5
）
『
大
同
書
』
七
頁
。

（
9
6
）
苦
行
す
る
人
を
さ
し
て
い
る
。

（
9
7
）
『
大
同
書
』
八
頁
。

（
9
8
）
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。

（
9
9
）
『
大
同
書
』
　
一
〇
頁
。

（
㎜
）
満
天
の
こ
と
で
あ
る
。

（
皿
）
『
大
同
書
』
九
頁
。

（
m
）
『
大
同
書
』
　
一
一
頁
。

（
㎜
一
『
易
』
繋
辞
上
樽
に
「
樂
天
知
命
故
不
憂
」
と
あ
る
。

（
㎜
）
『
春
秋
公
羊
解
詰
』
哀
公
十
四
年
の
経
文
に
、
「
其
諸
君
子
樂
道
尭

　
　
舜
之
道
與
、
末
木
亦
樂
乎
尭
舜
之
知
君
子
也
』
「
以
君
子
之
爲
亦
有

　
　
樂
乎
此
也
」
と
あ
り
、
注
に
も
「
楽
」
を
述
べ
て
い
る
。

（
㎜
）
康
有
爲
の
著
作
中
に
は
「
進
化
」
の
語
が
多
く
見
出
せ
る
。

（
こ
ば
や
し
・
ひ
ろ
し
　
筑
波
大
学
大
学
院
－
哲
学
・
田
小
想
研
究
科
在
学
中
一
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